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『滋賀県基本構想 ～未来を拓く 8 つの扉～ 』の実現に向けて

平成 23 年（2011 年）11 月

滋 賀 県



( 内の順位は、全都道府県中数値の大きい方からの順位です。)

総面積 4,017.36 k㎡ 38位

(うち琵琶湖の面積 670.25 k㎡) 市町数 13市6町（H22.3.21～）

＊H22.10.1国土地理院

(滋賀県の総面積は総務省自治行政局「全国市町村要覧」)

人 口 1,410,777 人（H22.10.1現在）

28位

増加率 2.20 ％（対H17.10.1現在）

５位

世帯数 517,748 世帯（H22.10.1現在）

30位

増加率 8.04 ％（対H17.10.1現在）

３位

１世帯当たり人員 2.72 人（H22.10.1現在）

（ 2.88 人（H17.10.1現在））

＊人口、世帯数は総務省統計局「平成22年国勢調査」

県民所得 298.4 万円（県民１人当たり） ６位

＊内閣府「平成20年度県民経済計算年報」

実質経済成長率 △3.5 ％（県内総生産（生産側）実質:連鎖方式） 37位

＊内閣府「平成20年度県民経済計算年報」

県内総生産における第２次産業の占める割合 41.8 ％ １位

＊内閣府「平成20年度県民経済計算年報」

滋賀県の姿

表紙の写真

浮
うき

御堂
み ど う

（大津市堅田一丁目） (社)びわこビジターズビューロー提供

浮御堂は、琵琶湖畔の湖上に突き出た仏堂で、正しくは、海門山満月寺というお寺です。

京都に近い堅田の地は、古より湖上交通の要地として栄えました。そのため、平安時代に比叡山の

恵
え

心
しん

僧都
そ う ず

源信
げんしん

が湖上安全を祈願し、自ら一千体の阿弥陀仏を刻んで建立したのが始まりといわれてい

ます。

近江八景の一つ「堅田の落雁
らくがん

」として知られる浮御堂には古くから多くの文人墨客が訪れ、境内に

は松尾芭蕉の「 鎖
じょう

あけて 月さし入れよ 浮御堂」の句碑が残されています。


